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Ribes・rubrum カル ス の多不飽和脂肪酸の 生産性に 及ぼす

培養温度の 影響

（工 学院大 ・ 工 ・ 応化）平野盛雄○須藤信博 ・寺尾龍児 ・阿部克也

【目的】Ribes ・rubrum カル ス は、 リノール酸 、 α
一リノ レ ン酸 、 γ

一リノ レ ン 酸などの 多

不飽和脂肪酸 を含有する 。 そ こ で今回、カ ル ス の多不飽和脂肪酸生産性 と培養温度の 関

係に つ い て検討 を行 っ たの で報告す る 。

【方法および結果】植物ホ ル モ ン と して NAA4 ．0  〃 およびBAP2 ．Omg／　e を添加 した改変

B5培地 を用 い 、 25001ux、 25℃ に お い て 、 固体静置培養に よ っ て Ribes　rubrum の 葉 か ら

カ ル ス を誘導 した 。 誘導 された カ ル ス を、同条件下 に お い て継代培養 を繰 り返 し 、 十分

に増殖させ た
。 その 後、培養 温度を25℃ か ら5

，
10，15，2e℃ へ の低温処理 ，

お よび30，
35℃

へ の高温処理 を行い 、 引き続 き7 日間培養 を継続 した 。 こ れ らの処理後の 7 日間に おける

カル スの 増殖および脂肪酸含有量 を経時的 に測定 した 。 カル ス の増殖 は湿重量 測定に よ

っ て、また 、脂肪酸分析は、脂肪酸 をメ チ ル エ ス テ ル 化 した後 、 ガ ス クロ マ トグラ フ ィ

ーに よ っ て行 っ た 。 その 結果 、カル スの 増殖率 は、培養温度25℃か ら10〜20 ℃ へ の低温

処理 に お い て はわずか な増 加傾向 を 、 また、5℃ へ の 低温処理 および 30〜35℃ へ の 高温

処理 に お い ては減少傾向を示 した。 次 に 、カ ル ス 申の全脂 肪酸含有量 は低温処理 に よ っ

て約30％減少 したが 、こ の 場合、多不飽和脂肪酸含有量に は ほとんど変化が認め られ

ず、多不飽和脂肪酸の 全脂肪酸に 占め る割合 は、約 10％増加 した 。

一
方、高温処理に お

い て は多不飽和脂肪酸含有量の減少に 伴 う全脂肪酸含有豊の減少が認 め ら れた。 以 上の

結果よ り、 Ribes　rubrum カル ス の多不 飽和脂肪酸生産性は 、培養温度 10〜25℃に お い て

ほとんど変化はない もの の 、多不飽和脂肪酸組成比の高い 脂肪酸混合物の 生産に は低温

処理が適 して い る もの と推察 された 。
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